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平成３０年度 瑞浪市一般廃棄物処理実施計画 

 
 

 

   この計画は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律(昭和45年法律第137号。以下『法』とい 

  う。) 第６条第１項及び瑞浪市廃棄物の処理及び清掃に関する条例（昭和59年瑞浪市条例第 

  35号。以下『条例』という。）第２条第１項の規定により定めるものとする。 

 

 

 １．前年度における一般廃棄物の排出状況 

     法第６条第１項に規定する区域から排出される廃棄物は、次のとおりである。 

   行政区域内人口３８，２３１人  世帯数 １４，９８５世帯 （平成２９年４月現在） 

     

     １日平均排出量及び収集量の内訳（平成29年度見込） 

(平成２９年度：可燃委託収集204日、可燃・不燃持込257日、不燃・資源収集216日、事業系 

244日、し尿収集249日・汚泥収集271日・し尿汚泥処理247日)   

 (単位:ごみ㌧･し尿汚泥㌔㍑)  

    内 訳 

区 分 
排出量 

収    集 直 接

持 込 

直 営 

処理量 
備   考 

直営 委託 許可 

生活系 

ご み 

可燃物 34.66  33.10  1.56 34.66 委託収集及び持込 

不燃物 2.56 1.89   0.67 2.56 直営収集及び持込 

事業系 

ご み 

可燃物 13.73  
0.9 

※1 
11.16 1.67 12.83 許可業者及び持込 

不燃物 4.33 0.68  0.07 3.58 4.33 許可業者及び承認業者 

し   尿 13.25  13.25   13.25 委託業者 

浄 化 槽 汚 泥        32.84   32.84  32.84 許可業者 

資 源 ご み        2.23 2.19  0.04  2.23 直営及び許可業者 

※し尿・浄化槽汚泥資料：上下水道課、浄化センター 

                 ※１ 関市へ 

 

 ２．一般廃棄物の種類別、処理の区分別処理主体は、次のとおりである。 

 

生活系ごみの収集・運搬・中間処理・最終処分計画 (平成３０年度：244日)    
単位：㌧   

  項目 

種類 
排出量 要処理量 

再生 

処理 

収集 

主体 

運搬 

回数 

中間処理及び最終処分 

処理主体 処 理 方 法 

可燃ごみ ７，８００ ７，０００ ８００ 市 ２/週 市 
回収後、焼却

処分 

紙類、紙ﾊﾟｯｸ、

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、古

着等はリサイ

クル 

不燃ごみ 

粗大含む 
５５０ ３５０ ２００ 市 １/月 市 

有価物回収後

埋立 

缶、ビン類は

リサイクル 
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事業系ごみの収集・運搬・中間処理・最終処分計画 
単位：㌧ 

種 類 排出量㌧ 要処理量㌧ 収集主体 運搬回数 処   分 

可燃ごみ ２，８００ ２，８００ 
許可業者 

随  時 
生活系のごみ処理施

設で処分 

不燃ごみ ３０ ３０ 

可燃ごみ ４００ ４００ 
自己搬入 

不燃ごみ ８７０ ８７０ 

 

残渣の量及び処分方法 

 

種 類 排出量㌧ 要処理量㌧ 収集主体 運搬回数 処   分 

溶 融 ス ラ グ ７００ ７００ 

市 

１回/日 最終処分場埋立 

固化物・磁生物 ３７０ ３７０ １回/日    〃 

浄 化 ｾ ﾝ ﾀ ｰ し 渣 ６８ ６８ ５回/週 
可燃物焼却施設にて 

焼却処分 

 

 

３．法第７条に規定する業者は、次のとおりである。 

                                

       委託及び許可業者一覧表 

 

区 分 会 社 名 所 在 地 業 務 内 容 

委 託 ㈲中部環境 土岐町1187-1 

し尿の収集運搬、市より委託を受けた一般廃 

棄物の収集運搬 

特定家庭用機器廃棄物の収集運搬 

市が収集運搬する対象外の一般廃棄物の収集 

運搬 

許 可 大昭工業㈱ 
名古屋市西区 

清里町18 
浄化槽の清掃・浄化槽汚泥の収集運搬 

許 可 ㈲中部環境 土岐町1187-1 
事業系ごみの収集運搬、浄化槽の清掃・浄化槽

汚泥の収集運搬 

許 可 ㈱橋本 可児市下恵土233-1 

事業系ごみの収集運搬 

特定家庭用機器廃棄物の収集運搬 

市が収集運搬する対象外の一般廃棄物の収集 

運搬 

許 可 東濃故紙ｾﾝﾀｰ㈱ 土岐町6569-3 事業系ごみの収集運搬 
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 ４．ごみ処理実施計画 

    

   (1)廃棄物減量等推進審議会の答申 

    一般廃棄物の減量、再利用の促進等に関する審議会の答申を遵守し、事業者、地域、 

   家庭及び行政の役割を明確に位置付けながら事業推進の合理的運営に努める。 

     (2)排出抑制の方法 

    排出者は、不要品の交換、販売店の引取り、資源回収等再利用の方法を極力活用して、 

   ごみの減量化、再資源化に努め、それ以外のごみについては、各ステーションへ分別し 

   て排出するものとする。 

      

      (3)再資源化するための分別品目は、次のとおりである。 

 

区分 分別の種類 収集及び処理方法 

可 

燃 

物 

トレイ 
食品用白色トレイを減容器で処理後、事業者において再生利用を 

行う。 

紙パック 
主に牛乳パックを収集し、事業者において再生利用を行う。 

学校等が行う資源回収活動に排出するよう指導する。 

布類 

リサイクルステーションの活用を図るとともに、学校等が行う資源回

収活動に協力を求める。 

新聞紙 

ダンボール 

雑誌 

不 

燃 

物 

ペットボトル 圧縮処理を行い、事業者において再生利用を行う。 

廃食油 事業者において再生利用を行う。 

びん 
リターナブル、無色透明、茶色、その他の色の4種類のびんを収集 

し、事業者において再生利用を行う。 

缶 
スチール缶、アルミ缶をそれぞれ圧縮し、事業者において再生利用 

を行う。 

金属くず等 
スチール、アルミ、ステンレス等を売却により受け渡し、事業者に 

おいて再生利用を行う。 

小型廃家電 
小型家電リサイクル法に基づき、売却により受け渡し、国内で再資源

化を行う。 

乾電池、蛍光管 

電球、水銀体温計 
事業者において再生利用を行う。 
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(4)関連施設の概要は、次のとおりである。 
 

施 設 名 所 在 地 種  類 日数 

瑞浪市リサイクル広場 土岐町2087番地の15 

紙パック、ペットボトル、 

廃食油、びん、缶、乾電池、 

蛍光管、電球、水銀体温計 
２４４ 

瑞浪市不燃物最終処分場 稲津町小里1538番地の1 トレイ、小型廃家電 

  

 

５．市民の協力と啓発活動 

   生活環境の保全のため、容易に処分できるごみは、焼却処理及び埋立処理を行う。 

    

   (1)可燃ごみは、指定袋に入れ、収集日の午前８時３０分までに指定のごみ集積所へ排出する。 

    また、排出の際には、生ごみは、水切りをしっかり行い、大きなごみについては、細かく

するなどの徹底を図る。 
 

   (2)不燃ごみは、指定袋に入れるかシールを貼って、収集日の午前８時３０分までに指定の不

燃ごみ集積所へ排出する。 

        これらができない場合には、市が行う処理方法等に従って処分する。 

        家電リサイクル法対象家電品（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣装乾燥機・エアコン）

はメーカーによる回収・リサイクル化が義務付けられているため回収しない。 

        爆発や火災など危険が伴うスプレー缶やカセットボンベ等については、必ず中身を使い切

り、穴を開け、残留ガスが無いことを確認してから排出することを義務づける。 

    平成２５年４月の小型家電リサイクル法の施行に伴い、市では、使用済み小型電子機器

等（小型家電）の拠点回収及びピックアップ回収を実施するとともに、適正処理が可能な

業者に引き渡して再資源化に努める。 
 

   (3)資源ごみは、収集日の午前８時３０分までに、指定の資源ごみ集積所へ分別排出するよう

市民の協力を求める。 

    食料品用の白色トレイは、市全域での収集及び拠点回収を実施する。 

紙類及び古着は、毎月の収集となっているが、学校等が行う資源回収活動にも協力を求め

る。紙パック（牛乳パック等）については、回収協力店や公共施設に設置してある回収ボッ

クスへの排出を促すとともに、学校等が行う資源回収活動にも協力を求める。 

パソコンは、不燃物最終処分場において回収を行う。 

携帯電話は、拠点回収及び不燃物最終処分場において回収を行う。 
 

(4)乾電池及び蛍光灯などの有害ごみについては、拠点回収を実施し、適正処理が可能な業者

へ引き渡してリサイクルに努める。 

       その他、収集指定日以外の家庭ごみの排出については、各施設への直接持ち込みとする。 

（可燃ごみ及び資源ごみは、可燃物焼却施設、不燃ごみは、不燃物最終処分場） 

       廃棄物の処理については、行政のみでなく市民、事業者それぞれの役割を明確にするとと

もに、具体的な推進方策の提示等の啓発活動を行い、快適で潤いのある生活環境の保全に努

める。 
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 ６．生活排水処理実施計画 
 

   (1)生活排水処理計画 

            
    ア．合併処理浄化槽で処理する区域 

 

      下水道事業認可区域以外の地域での生活排水は、小型合併処理浄化槽で処理し、 

     発生する汚泥は、市の許可業者が収集運搬し、浄化センターで処理する。  

 
 

 

 

 

区  域 人 口 
収 集 運 搬 

（処理能力・台数） 
処理施設 備 考 

下水道事業認可 

区域以外の区域 
10,983人 

㈲ 中部環境 

汚泥濃縮車－1台 

12.5ｔ－1台、10t－1台、

5ｔ－1台、4t－7台 

3t－8台 

浄化センター 
(資料) 

上下水道課 
大昭工業 ㈱ 

10t－3台、7t－1台 

4t－3台、3t－2台、 

2.4t-1台 

瑞浪市 

10t-1台 

 

        イ．下水道で処理する区域は次のとおりである。 

 

区  域 人 口 備 考 

１，０８９ha ２７，２４８人 資料：上下水道課 

 

            
     (2)し尿・汚泥の処理計画 （年間 365日）             資料：浄化センター 

 

区 域 排出量 要処理量 収 集 運 搬 処  理 備  考 

し 尿 3,300kl 3,300kl 委託業者 １回/月 

浄化センター 

バキューム車に 

よる戸別収集運搬 

浄化槽 

汚 泥 
8,900kl 8,900kl 許可業者 

年１回

以上 
〃 
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農業集

落排水

汚泥 

＊月吉150kl 

処理人口570人 

＊日吉南部400kl 

処理人口900人 

＊大湫50kl 

処理人口120人 

600kl 委託業者 随時 
汚泥運搬車による 

運搬 

下 水 

汚 泥 
2,700㌧ 2,700㌧ 委託業者 ５日/週 

住友大阪ｾﾒﾝﾄ㈱ 

㈱大地 他 

汚泥運搬車による 

運搬 

 

 

     (3)住民に対する広報、啓発活動 

 

        生活雑排水の浄化に努めるため、下水道・農業集落排水処理施設への早期繋ぎこみ、便槽

及び単独処理浄化槽の合併処理浄化槽への転換を、広報等により啓発する。 
 

７．関連施設一覧表                                                           

 

施 設 名 用  途 所 在 地 形式・公証能力等 日数 

瑞浪市可燃物焼却 

施設 

可燃ごみ及び脱

水汚泥の焼却 
日吉町258-76 

酸素式熱分解直接溶融炉 

50t/日（25t/日×2炉） 

244 

〃 ﾘｻｲｸﾙ広場 
資源ごみ中間処

理及びストック 
土岐町2087-15 

缶分別圧縮機800kg/H 

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ圧縮機300kg/H 

ガラス分別、ストック 

紙パックストック 

瑞浪市不燃物最終

処分場（管理型） 

不燃ごみの埋立 

稲津町小里1538-1 

管理型準好気性サンドイッチ

埋立方式 145,900 m３ 

資源ごみ中間処

理及びストック 
白色トレイ減容 20kg/H 

中尾し尿中継施設 
し尿・浄化槽 

汚泥一時貯留 
土岐町2087-2 地下タンク式 120kl 

 

川折し尿中継施設 
し尿・浄化槽 

汚泥一時貯留 
稲津町小里1-8 地下タンク式  40kl 

瑞浪市浄化ｾﾝﾀｰ 

し尿、浄化槽汚

泥及び農業集落

排水汚泥の処理 

下沖町2-1 下水汚泥と共同処理  
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８．ごみの収集日 

 

(1)可燃ごみ収集地区一覧表 

    週２回の収集を行う。※土・日は、収集しないが、祝日（土・日を除く）は、収集を行う。 

    年末・年始の収集日は、「広報みずなみ」及び「家庭ごみの収集カレンダー」に掲載 

して周知を行う。 

 

     「月・木 収集地区」 

 

本  町 浪 花 中 組 竜 門 益 見 市 原 桜 堂 

名 滝 名滝団地 下 沢 奥 名 大 草 大 久 手 仲 ヶ 平 

庄 ヶ 洞 山 田 町 明 賀 台 稲 津 町 釜 戸 町 日 吉 町 大 湫 町 

穂 並 学 園 台 明 世 町 薬 師 町 松ヶ瀬町 益 見 町 
上 平 町 

(市役所周辺) 

 

     「火・金 収集地区」 

 

公 園 元 町 水 の 木 朝 日 町 栄 町 一日市場 清 水 

木 ノ 暮 鶴 城 鶴城団地 一 色 町 上 野 町 樽 上 町 宮 前 町 

高 月 町 須野志町 下 沖 町 北小田町 南小田町 西小田町 小 田 町 

和 合 町 陶 町 上平町(市役所周辺除く)  

 

(2)不燃ごみ、資源ごみ収集日 

    家庭ごみの収集カレンダーを各戸に配布し、月１回の収集を行う。 

    土・日・祝日の収集は、行わない。 

ただし、一般家庭の可燃ごみ・不燃ごみについては、毎月第３日曜日の午前８時 

３０分から午前１２時までの間、各施設への持ち込みを可能とする。 

可燃物焼却施設内リサイクルステーションへは、常時、資源ごみの持ち込みを 

   可能とする。 

※ 持ち込み可能な資源ごみの種類は、ビン、缶、トレイ、ペットボトル、古着、 

毛布、紙類（新聞紙、雑誌、古本、ダンボール）とする。 


